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1996年 8月に第1田の和漢薬研究所夏期セミナーが富山市大山町のインテック研諺所で2？自3日の合
宿形式で開擢されました。和漢薬に関心を寄せる全国の若い方々（学生や社会人）を対象に、和漢薬（あ
るいは漢方薬）について王しい知識を持っていただくことを自的として企画されましたむ研究所の全ス
タッフを動員して、テキストの作成から何もかも手作りでのスタートでしたが、年々特色を出そうと創
意・工夫を重ねてきた結果、和漢薬の歴史、生薬調査研究の紹介、気血水など漢方医学の概論と診断実
習、近代的手法を用いた漢方薬の薬効発現の解析、生薬の品質管理などの入門的な講義、漢方薬作りや
鑑定などの実習など、盛りだくさんの内容が企画されてきました。また、夕食後には夜遅くまで参加者
と講師・研究所スタッフが気軽に漢方談義をするなど、合宿形式を活かした交流の場を提供してきまし
た。
夏期セミナーをスタートした当初に、小柴胡湯を販用した慢性肝炎の患者が間質性蹄炎を起こして死
亡した例が少なからずあること、手足のしびれを治すために中国から輪入した当帰四逆加呉朱英湯を服
用した患者に腎障害が起きた例など、漢方薬がこれまで信じられてきたほど安全な薬ではないという趣
旨の報道がなされました。また、米国を中心として世界中に広まった栄養補助食品などが薩康食品とし
て市場に出田りはじめ、健康食品と漢方薬との差別化など、ますます和漢薬に対する関心や期待が高ま
ってきた時期だったと記害、しておりますc セミナーが 6回Eを迎える頃、我が国でも涯学教育モデル・
コア・カリキュラムが作成され、卒業するまでに「和漢薬を概説できるj ことが教育自標とされるよう
になりましたーこのころから、夏期セミナーに臨床に結びついた診断実習や銭灸の講義・実演も取り入
れられ、薬学生に加えて医学生の参加も増えてきました。大学に入ったばかりの学生が、専門分野にい
る先輩達の質疑応答の姿に感動し、こういった雰由気の中から知識以上のものを身につけていただけた
のではないでしょうかG
本学では、 2003年に文部科学省の支援のもと、 21世紀 COEプョグラム「東洋の知に立脚した個の医
療の創生jがスタートしました。先進的技術を駆捜して東洋医学における病態認識「証j を科学的に解
明する試み、疾患における個人差や性差、多成分系の漢方薬による薬理効果、漢方生薬の再定や品質管
理と資源の確保など、東西屋薬学を融合し新たな治療の形成を目指したフ。ロジェクトが推進されていま
す。その成果を取り入れ、手口漢塁薬学に関する本セミナーも新たな企画や展開を図っていこうと考えて
おります。
昨年 10月、富山県内3国立大学の統合を機に、和漢薬研究所は毘薬学を基礎としてさらなる発展を
図りたいと考え和漢医薬学総合研究所と名称変更しましたG 第 11自自の今回の夏期セミナーは、新大
学の中期目標・計画の中にも組み入れられ、既iこ開催してきている研究所の特別セミナーや国際伝統医
薬シンポジウムと同様に、正式な研究所行事として新たな出発をすることになり、今田から参加者に対
して「セミナー修了証」を授与することにしました このように、手作りから始まった夏期セミナーの
10年間を支えてくれた研究所スタップや講師の先生方のご協力とセミナー参加者との素晴らしい巡り
逢いに感謝するとともに、これからの夏期セミナーのさらなる発展を期待しております。
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第 1B自（8月29日〉
午後の部開講の挨拶 和漢研所長 済木育夫
漢方とは？
漢方医薬基礎講義 大阪大谷大学・薬 難忠人
漢方薬に期待される効果とは 和漢研・和漢薬製剤開発鹿野美弘
ここまでわかった漢方薬の効果 和漢研・病盤生化学 済木育夫
漢方診療の実捺 和漢研・漢方診断学 柴原直利
夜の部 アジアの薬用語物－フィーノレド・ワークの醍醐味
和漢研・化学応用 丹田重利
和漢研・生薬資源科学 小松かつ子
第2日自（SF.130日〉
午前の部漢方の基礎と臨床のキャッチ・ボール
NHK制作ビデオサイエンス・ゼ、ロ“漢方薬の新潮流西洋医学との融合“
和漢研・病態生化学 済木育夫
漢方治療とアレノレギー性皮膚炎 富山大学・医 渡辺宏数
アレルギー性炎症の漢方治療ー病替、モデルで、の基礎研究ー
皮膚炎・鼻炎病態モデ、ノレ 岐阜薬科大学・薬 田中宏幸
食物アレノレギー 病態モデ、ノレ 和漢研・消化管生理学 山本武
午後の部体験実習
「気血水」診断法
生薬方剤の鑑定
桂枝夜苓丸をつくってみよう
夜の部 和漢医薬学談義
第3司自（8月31日〉
和漢研・漢方診断学
和漢研・生薬資源科学
和漢研・生薬資源科学
富山大学・匿
午前の部漢方医学のニューウェーブ 慶磨、大学・医
諺了証書授与、閉会の挨拶、記念撮影
柴原直科
小松かっ子
小松かっ子
鳴田豊
渡辺賢治
和漢亙薬学入門講座第 11回和漢亘薬学総合研究所夏期セミナー（8月 29日－31引が大山町イン
テック研修センターにて開擢された。
今年の夏期セミナーには、北は北海道から南は熊本、長崎など九州まで、総勢63名（学生43名、社
会人 20名）という例年以上の多くの参加者が集った。夏期セミナーでは、和漢医薬学の講義、実習な
どに加え、夜のリラックスした気分での「アジアの薬用植物－フィーノレド・ワークの醍醐味jや「和漢
医薬学談義Jの講演やディスカッションを通して、和漢医薬学について語り合い、理解を深めていただ
いた。
今年のテーマは、和漢医薬学入門講座を念頭に「ふれてみよう和漢薬！ Jとしたむ初日の漢方医薬基
礎講義である「漢方とは？」のセッションに始まり、 213目の最新の漢方の臨床と漢方の先端生命科学的
解析を議論する f漢方の基礎と臨床のキャッチ・ボールjの講義があり、さらに午後iこは人気のセッシ
ョンである体験実習、 f気血水j診断、生薬方剤の鑑定、丸薬造りが行われた。最終日には 7日本発の
国内産療jで、あった漢方の国際展開、特に欧米への展開の現状と将来展望が「漢方産学のニューウェー
ブjのセッションで議論された9
1996年 8月に第1自の和漢薬研究所夏期セミナーが開寵されて以来 10年を経て、富山大学の公式行
事と認知された今回の麦期セミナーから、修了証書が授与されることとなり、夏期セミナーの最後に西
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「、
頭徳三富山大学長から一人一人の参加者に修了証書が手渡された。その後、快晴の研諺センター中庭で
記念写真の撮影が行われたG また、平成 18年度富山大学学長裁量経費として、和漢産薬学総合研究所
夏期セミナーに助成（160万円）がなされた。
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